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みなさん 

 12月４日公示・16日投票で総選挙がおこなわれます。この総選挙は、「消費税増税ストップ」「原発ゼ

ロ」「ＴＰＰ・オスプレイ ノー」など、国政上の重大な争点をめぐり、日本と大阪の未来をかけた政治

戦です。 

 橋下「維新の会」が、石原前都知事と手を結び、民主党、自民党とともに、日本の反動化の流れを広げ

る「突撃部隊」の役割を担っていることは重大です。にもかかわらず、マスコミは橋下「維新の会」を〝

自民・民主に変わる第三極〟と位置付けた報道を繰り返しています。 

 大阪のダブル選挙から１年。私たちは、「改革者」を装いながら、くらしと教育・民主主義破壊に暴走

する橋下「維新の会」に、正面からのたたかいを挑んできました。その力を、総選挙のなかで大きく発揮

しようではありませんか。ここで橋下「維新の会」に痛打をあびせることは、府政・市政を住民の手にと

りもどすうえでも大きな転機をつくるものです。 

  

 みなさん 

 この１年、橋下「維新の会」は、「府市統合本部」を「司令塔」に、３年間に 394億円もの市民サービ

スを削る「大阪市政改革プラン」、教育・職員基本条例の制定、市職員への「思想調査」にみられる「恐

怖政治」をすすめてきました。「維新八策」は、これらを国政に押し広げることを狙ったものです。 

 しかし、このことは、府民との矛盾を広げつつあります。橋下「維新の会」に手を貸す公明市議すら、

「橋下さんのおかげで、生活が良くなったと感じている大阪市民はいるのか。みんな『派手なサーカスは

もういい。パンをくれ』と思い始めている」（「産経」9月 30日付）と語っています。住之江区などでは、

「住吉市民病院を守れ」と有権者過半数の署名が、振興町会ぐるみですすめられています。市職員への「思

想調査」は中止・データ廃棄に追い込まれました。 

衛星都市でも、竹山堺市長が「大阪都」構想に加わらないことを明言しています。「維新の会」顧問の

西端守口市政や、井上吹田市政（のち顧問を辞任、離党）では、これまで以上に市民施策が切り捨てられ、

市民生活との矛盾が広がっています。 

 橋下氏らは「日本維新の会」を結成し、国会「過半数」を豪語していましたが、「維新八策」への批判

や顔ぶれへの失望などにより支持率が低下し、石原新党との「合流」によって巻き返しを図ろうとしてい

ます。しかし、彼らのかかげる政策は、古い自民党型政治そのものです。「維新八策」でかかげた「脱原

発」も消え、ＴＰＰ問題もあいまいな表現に変えました。政策は二の次で、「はじめに野合ありき」です。

これらは「選挙で勝てば白紙委任を得たも同然」という橋下・石原両氏の独裁的な手法をむきだしにした

ものです。 

 総選挙で、大阪から「維新」などの逆流進出にストップをかけ、古い自民党型政治を断ち切り、国民優

先の本物の改革をすすめようではありませんか。 

 

みなさん 

そのために、次の行動にたちあがりましょう。 

 １）「消費税増税ストップ・景気回復」「雇用を守れ」「原発ゼロ」「ＴＰＰ・オスプレイ ノー」など、

各団体の要求をかかげ、それを推進する政党を伸ばし、阻む政党に審判を下すために、それぞれの団

体に応じたとりくみをすすめましょう。 

 ２）この 1年間のたたかいを通して浮き彫りになった「維新の会」の実像を有権者に語り広げ、マスコ

ミがつくる彼らの「虚像」をはぎとっていきましょう。 

 ３）この「声明」を広げ、それぞれの団体の性格にふさわしい学習会や集まりなどをとりくみ、一人ひ

とりが総選挙の争点・意味を考え見極める力を持ち、主権者として行動する人を増やしましょう。 

 

 総選挙を府政・市政を住民の手にとりもどす新たなたたかいの出発点にしようではありませんか。 


